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「しまねGREEN＆WOODフェア
2024」を開催します！
　令和６年２月10日（土曜日）に、松江市のくにびきメッセにて、「しまねGREEN＆WOODフェア2024」を
開催します。
　このイベントでは、島根県が推進している「木を伐って・使って・植えて・育てる」循環型林業や、「水と緑
の森づくり税」、「森林環境譲与税」の財源を活用した取組のPRを行うほか、しまねの木を使った木製品の
展示・販売、しまねの木の家のPRなどを行います。
　また、お子様を対象とした「木工体験コーナー」、屋外では高性能林業機械の実演も予定しており、森林・林業・
木材産業の魅力に触れていただけます。
　会場内に設置するステージでは、2023ミス日本みどりの大使上村さや香さんのライブをはじめ、しまねっ
このダンスパフォーマンスやチアリーディングなどの催しを予定しています。
　ドウダンツツジなど苗木の無料配布や餅まきも行いますので、是非会場
にお越しください。
　イベントの概要につきましては、県のホームページに掲載しています。
概　要
日時：令和６年２月10日（土）10時から15時まで
会場：くにびきメッセ大展示場（松江市学園南）
主催：島根県森林組合連合会、（一社）島根県木材協会、
　　　（一社）島根県森林協会、島根県林業種苗協同組合、島根県
概要：島根県のホームページをご覧ください

林業課森林組合・担い手育成係
　島根県内のスギ・ヒノキの人工林は、主伐期を迎え、原木生
産量は平成24年から増加し続けています。また、県内の林業就
業者は年々増加していますが、事業規模を拡大しようとしている
県内の林業事業体においては、さらに多くの就業者を必要として
います。
　そこで、県民の皆様に対し、職業としての林業を広く周知する
ために、松江市交通局路線バスの車両をラッピングした「林業
PRバス」の運行を令和５
年11月から開始しました。
松江市内の様々な路線を
走行していますので、見か
けられた際には、ぜひ林業
に思いを馳せてください！

「林業PRバス」松江市内を走行中！

しまねウッドフェア
2023ミス日本みどりの大使

上村さや香さん

林業課・森林整備課
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仁多郡奥出雲町特産「きのこの女王」

株式会社　舞茸奥出雲

奥出雲舞茸

島根県仁多郡奥出雲町八川889-2

TEL 0854-52-0017　FAX 52-3370
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　島根森林管理署と島根県は、以前から情報交換や交流を実施していますが、このたび技術協力に関する
協定を締結しました。
　県が策定した農林水産基本計画の目指す循環型林業の実現に向けて、一層の連携を図ってまいります。

島根森林管理署と「林業技術の相互供与
等に関する協定」を締結しました

森林整備課森林計画係

　協定締結式は、令和５年８月１日、県農林水産
部長室において執り行われました。調印の後、今
後の協定の展開について意見が交わされ、島根森
林管理署髙木署長より「国有林の実証データや、
森林技術・支援センターの森林・林業技術視察プ
ログラムなども大いに活用してほしい」とコメン
トがありました。

写真左から、髙木島根森林管理署長、野村県農林水産部長

国有林の有する組織・技術力・資
源を活用して地域の民有林を支え、
森林・林業施策全体の推進に貢献

【林業技術の相互供与等に関する協定】
　　①林業の低コスト化
　　②原木が高値で取引される環境整備
　　③林業就業者の確保
　　④鳥獣被害対策
　　⑤その他林業技術の相互供与

「伐って・使って・植えて・育てる」
循環型林業の実現

近畿中国森林管理局
島根森林管理署 島根県農林水産部
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１　はじめに
　森林土木技術者相互の情報交換や技術研鑽を目的に、近畿・中国・四国地区の府県持ち回りにより
治山林道研究発表会を開催しており、本年度は令和５年９月７日に島根県民会館中ホールにて開催し
ました。

２　発表状況
　各機関の発表者から日頃の業務等
を通じて調査・研究した13課題（治
山９課題、林道４課題）について発
表があり、会場には、林野庁、府県、
市町村、森林土木技術協会等から約
200名が集まり、熱心な聴講や質問
がありました。
　本県からは、「治山事業におけるICT
活用工事の取組みについて」（松江県
土整備事務所）、「林道施設（補強土壁）
の健全度評価の導入」（益田県土整備
事務所）、「UAVレーザー測量による林
道測量」（株式会社サンワ）の発表を
行いました。

３　審査結果
　発表課題は、調査・研究の掘り下げ度合いや話題性などの選考基準に基づき審査・採点し、優秀賞４
課題を決定しました。
　本県から発表した松江県土整備事務所と益田県土
整備事務所の２課題は見事優秀賞を受賞しました。

４　おわりに
　近年、局所激甚災害が頻発しており、治山事業に
よる防災減災対策の重要性が一層増しております。
また、原木生産の拡大には林道事業が不可欠であり、
これら事業を掌る森林土木技術者の技術力向上が期
待されています。今後も治山林道研究発表会など各
種技術情報交換の場を提供することで、森林土木技
術者の技術研鑽に取り組んでまいります。

第57回近畿・中国・四国地区治山
林道研究発表会を開催しました

森林整備課　森林基盤整備・防災対策室

松江県土整備事務所発表状況 益田県土整備事務所発表状況

株式会社サンワ発表状況発表会場内状況

優秀賞受賞者
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森林環境譲与税を活用した森林・林業施策のご紹介森林環境譲与税を活用した森林・林業施策のご紹介

（美郷町PRパンフレット）

　森林環境譲与税は森林を整備することで森林のもつ地球温暖化防止、国土の保全や水源のかん養等といっ
た多くの人にとって有益な機能を十分に発揮させるため平成31年に創設されました。森林環境税として、令
和６年度から個人住民税と併せて年間1,000円が徴収された後、全国の都道府県と市町村に森林環境譲与
税の名称で譲与されます。

森林環境譲与税とは

　森林環境譲与税は間伐や林内路網の整備などの
森林整備のほか、林業を担う人材の確保・育成、木
材利用の促進及び普及啓発に使用されています。
　令和４年度は当年度譲与額を超える額が活用さ
れるなど、市町村と地域の林業事業体との連携のも
と森林整備等の取組が積極的に進められています。

島根県内市町村の活用状況

■森林整備
　林業専用道開設、造林補助支援、林業機械導入支援等
■木材利用・普及啓発
　担い手定住支援（転居費、住宅手当等）、研修費用助成等
■人材育成・担い手対策
　木材市場や製材工場の施設整備支援、里山整備支援等

令和４年度島根県内市町村の項目別譲与税活用額

【美郷町】
　新たな担い手の確保に向けて、町や林業事業体等が連携して、パンフレットの
作成や島根県立農林大学校での学生向け説明会の開催等によって、美郷町の林業
の魅力をＰＲしています。
　また林業作業員の労働環境改善のため、安全装備品の経費を支援しています。

森林環境譲与税を活用した事業例

264

87

487

年　度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

予算額
基金残高 ー 1.3億円 3.8億円 5.1億円
譲与額 2.8億円 5.9億円 5.9億円 7.5億円

計 2.8億円 7.2億円 9.7億円 12.6億円
活用額 1.5億円 3.4億円 4.6億円 8.4億円

（百万円）

林業課経営企画係
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毎年恒例となりました「しまねの森林」フォトコンテスト。今年は
県内外20名の方々から52点の応募がありました。その中から選ばれ
た入賞作品８点を発表します。

「タイトル」（撮影場所）
○受賞者コメント ▶審査委員コメント

「静かなる森林」（松江市）  
門脇 正晃さん

○雪が降りしきる白い雪原と冬の森林の佇み、音のない印象的
な景観でした。

 ▶連続的に寒波に見舞われて、木々は凍てつき、幹までも雪化
粧をしています。手前の雪原も実に美しく描写され、音のな
い静まり返った美しい世界が表現されています。

「
伝
統
を
見
守
る
」（
邑
南
町
）  

盆
子
原 

政
司
さ
ん

○
邑
南
町
の
伝
統
行
事
「
虫
送
り
神
事
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン
で
す
。
神
社

の
参
道
の
杉
並
木
が
巨
大
で
長
い
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
感

動
し
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り
ま
し
た
。

▼
邑
南
町
矢
上
の
諏
訪
神
社
は
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
神
社
で
す
。
参

道
に
立
ち
並
ぶ
見
事
な
杉
並
木
は
、
県
指
定
の
天
然
記
念
物
。
浴
衣
姿

の
一
団
は
、
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
鹿
子
原
の
虫
送

り
行
事
」
に
向
か
う
人
々
で
、
古
く
か
ら
の
踊
り
を
伝
え
て
い
ま
す
。

御
神
木
と
踊
り
手
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
た
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

「
出
荷
前
夜
」（
隠
岐
の
島
町
）　
渡
部 

孝
明
さ
ん

○
隠
岐
の
島
町
西
郷
港
で
出
荷
待
ち
の
材
木
を
撮
影
し
ま
し
た
。「
し

ま
の
木
」
と
し
て
育
ち
、
船
で
運
ば
れ
、
ど
の
よ
う
に
活
躍
す
る

の
か
輝
い
て
見
え
る
光
景
で
し
た
。
こ
の
度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
西
郷
港
の
埠
頭
に
積
ま
れ
た
杉
材
が
、
夕
陽
を
あ
び
て
翌
朝
の
船

積
み
を
待
っ
て
い
る
。
島
内
の
人
工
林
か
ら
伐
り
出
さ
れ
る
材
は
、

杉
を
中
心
に
年
間
二
万
五
千
立
米
、
そ
の
う
ち
島
内
で
の
消
費
が

五
千
立
米
、
残
り
の
二
万
立
米
は
島
外
に
運
び
出
さ
れ
る
。
穏
や

か
な
夏
の
海
に
浮
か
ぶ
運
搬
船
、
明
日
の
海
路
の
無
事
を
暗
示
す

る
か
の
よ
う
な
情
景
が
、
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

2023「しまねの森林」フォト コンテスト結果発表！2023「しまねの森林」フォト コンテスト結果発表！
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「社の守り」（安来市）
         村川 節秀さん

「志津見の森」（飯南町）  児玉 巧さん

○津和野高校音楽部は部室の横に桜やモミジ、銀杏などの樹
木が茂る公園があり、ここで音楽の練習をしている恵まれ
た環境があります。

▶センスが抜群に良い作品です、三人の演奏者の配置もよく、
森の木々も音色に酔いしれているかのようですね。過ぎ行
く秋の一コマをうまく切り取った秀作です。

○飯南町の志津見ダム周辺には針葉樹と広葉樹のバランスの良い森
が存在します。この写真は志津見ダム展望所より望遠レンズを使
い、その風景の一部を切り取りました。

　▶志津見の森は、水源に恵まれた緑豊かな土地です、新緑も色を増
したこの季節、幾何学的な模様を、リズミカルにとらえたところ
が良かったと思います。

○大雪の日に清水寺に行き、真っ白な雪の中に赤い鳥居があざや
かで、下から見上げると大きな木が社を守っていました。

▶安来市清水町の古刹、清水寺のひときわ色鮮やかな稲荷神社の
奉納鳥居群、周囲の木立と共に下から見上げるように撮ったカ
メラアングルが、良かったと思います。

「森林越え」（雲南市）  竹下 朗さん

○
丁
寧
に
育
て
ら
れ
た
山
林
の
上
を
空
中
散
歩
、
な
ん
て
素
敵
な

ん
だ
ろ
う
。
孫
が
も
う
少
し
大
き
く
な
っ
た
ら
ま
た
来
よ
う
❕

来
年
？
一
緒
に
森
を
冒
険
、
自
然
を
満
喫
、
考
え
た
だ
け
で
心

が
弾
む
。

▼
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
木
立
の
中
を
空
中
散
歩
と
し
ゃ
れ
て
い

ま
す
ね
、
さ
ぞ
か
し
爽
快
な
気
分
で
し
ょ
う
。
人
物
の
配
置
も

よ
く
、
う
ま
く
撮
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
深
い
森
」（
飯
南
町
）  

宇
野 

将
史
さ
ん

○
曇
り
の
日
に
飯
南
町
の
大
万
木
山
に
登
山
し
た

時
の
写
真
で
す
。
深
い
霧
の
奥
に
続
い
て
い
く

道
と
、
木
々
の
並
び
に
心
を
惹
か
れ
て
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。

▼
朝
の
大
万
木
山
の
ブ
ナ
の
原
生
林
で
す
ね
、
清
々

し
い
空
気
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。

入選

入選

入選

入選

審査委員特別賞

2023「しまねの森林」フォト コンテスト結果発表！2023「しまねの森林」フォト コンテスト結果発表！ 入賞作品展示のお知らせ
【島根県立図書館　２階回廊（予定）】
令和６年２月２日（金）～令和６年３月６日（水）

（※月曜休館）（松江市内中原町52）

「
森
の
協
奏
曲
」（
津
和
野
町
） 

            

道
信 

タ
ケ
オ
さ
ん
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県職員のニューフェイス
今年４月に採用された林業関係の県職員７名を紹介します。

隠岐支庁県土整備局
治山・林道課

技師　森
もりなが

永 夏
な つ の

野さん

東部農林水産振興センター
雲南事務所　林業普及第一課
技師　西

に し お
尾 大

だ い き
樹さん

東部農林水産振興センター
雲南事務所　林業普及第二課
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県央事務所　林業普及第二課
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鈴さん

西部農林水産振興センター
浜田地域林業普及課

技師　齋
さいとう
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だ い ち

地さん

　島根県松江市出身で、
大学では環境化学を専攻
していました。中学生か
ら始めた陸上競技は現在
も続けており、己の高み
を目指し、日々研鑽に努
めています。専門種目は
短距離で、今季は100m
を主戦場としていました。
趣味はもちろんトレーニ
ングですが、ショッピン
グや読書も好きです。
　離島での生活は初めて

でしたが、環境にも慣れ、楽しく生活をしています。
業務は治山・林道係として治山・林道事業の実施
に関することを行っています。仕事を覚えること
で精一杯ですが、日々成長できるように頑張りま
す！

　この４月に森林整備センターから転職してき
ました。出雲市出身で、転職を機に久しぶりに
島根に帰ってきました。お休みの日は子供と楽
しく過ごしてます。好きな食べ物はから揚げで
す。最近の楽しみは”YouTube”の「リュウジの
バズレシピ」を見ながら御飯を作って食べるこ
とです。味の素と黒コショウがすぐなくなりま
す（　＾ω＾）・・・
　島根県で林業の仕事に就くことができてうれ
しく思います。島根県の林業発展に少しでも貢
献できるよう頑張っていきます。

　出身は広島県です。島根大学への進学をきっ
かけに島根県の豊かな自然に触れ、この環境の
中で仕事がしたいと考えるようになり、島根県
職員として働く機会を頂きました。また、大学
および大学院に在籍中は水生昆虫の生態につい
て研究していました。趣味は自然観察です。し
ばしば野外に足を運んで昆虫や鳥といったさま
ざまな生物を眺めています。もし生き物に関す
るおすすめの観察スポットをご存知の方がいれ
ばぜひご教示ください。
　これまで林業について学ぶ機会があまりな
かったため、現在は業務や研修を通じて林業に
関する専門知識や技術を身につけることに努め

ています。業務では伐採地に直接足を運ぶほか、野生鳥獣の対応にあた
ることもあり、これまでに経験したことのない仕事を日々新鮮に感じて
います。今後は林業に関する知識や技術への理解を深めて、島根県の循
環型林業に向けた適切な支援を行うことができる職員を目指します。

　私は自然と触れ合うことが趣味で、休日は
キャンプや登山など、アウトドアを楽しんでい
ます。最近では釣りやサーフィンも始めました
が、島根県は日本海に面し、山も多いのでとて
も魅力的です。自然好きの人にはもってこいの
いいけん島根県、最高です。
　学生時代は林業を学んでこなかったので、知
識はありませんが、現在は周りの方に助けても
らながら日々業務に励んでいます。これからは
少しでも島根県の林業・木材産業の発展に貢献
できるよう頑張っていきたいと思います。

　この４月に林野庁から転職してきました。東
京生まれですが、山好きの父に幼いころから
夏は登山、冬はスキーに連れて行ってもらい、
いつしか山や自然が好きになり、現在の職歴に
つながっていると思います。体を動かすこと
が好きで、最近は休日にサイクリングやキャッ
チボールを楽しんでいます。宍道湖の夕陽を
眺めるのも好きです。そのため、天気が良い
と嬉しいです。
　現在は林業課経営企画係として、島根県の
森林・林業・木材産業について学びながら仕
事をしています。今後は、前職の経験も活か
しながら、島根県の林業・木材産業や地域の
振興などの一助となれるよう頑張ります。

　松江市出身の寺嶋と申
します。大学時代は鳥取
で林業を中心に学んでい
ました。現在は川本町に
住んでいるのですが、三
瓶山が近くなったのでサ
ヒメルの年間パスポート
を買いました。プラネタ
リウムを見て温泉に入っ
て帰るのがマイブームに
なりつつあります。
　きのこが好きで、山に
携わる仕事がしたいと

思っておりましたので、山の現場へ行ったり、特
用林産担当としてきのこに携われることを嬉しく
思います。知識も経験も浅く未熟ですが、島根の
林業のために日々学び、精進していこうと思いま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

　この４月に鳥取県から
やってきました。私は福
井県出身で、鳥取大学で
はきのこについて学んで
おりました。趣味は読書
で、ミステリー小説が大
好きです。休日は基本的
に本を読んでいます。石
見のいいところはゆっく
りと時間を過ごすことが
できるところです。美又
温泉や有福温泉などの温
泉につかりながらゆっく

りできたり、伝統的な祭りや文化イベントなどで
地元の人々と交流できたりと、とても魅力的な場
所だなと感じております。
　仕事に関してはまだまだ未熟で、周りの方々に
助けていただきながら業務を行っております。林
業の成長産業化に当たっての必要な知識を幅広く
学び、職員としての責務を果たせるよう日々努力
していきますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。
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森林
も り

を守ろう！ 
山陰ネットワーク会議 

Since 2006
山陰両県のボランティア団体や NPO法人が 

森林保全の輪を広げる活動を行っています 

育林、林産、森林土木、造園等の施工管理
緑を育て水をはぐくむ

大 和 森 林 株 式 会 社
代表取締役　井  上  政  吾

本　社　島根県松江市東朝日町87番地6　〒690-0001
☎（0852）21－6222

営業所　鳥 取 、 松 江 、 益 田 、 津 山 、三次

森林のトピックス⑦

近年の気温上昇が
きのこ生産に及ぼす影響

森林の
研究
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【はじめに】
　今年の夏は記録的な暑さで、「猛暑日（35℃以上になる日）の日数が過去最高を更新」というニュー
スを連日のように聞きました。この影響で、きのこ生産者からは収量減少の話が聞かれます。また、
最近は気候変動というキーワードが使われ、「100年後には・・・」とか、「海面が上昇して・・・」
のような、長期的で、グローバルな内容が報道されています。それでは、身近な話として、本県のき
のこ生産へはどの程度の影響があるのでしょうか？　その1例を報告します。

【現地の気温と生産の現状】
　栽培条件を長年変更されていないシイタケ生産ハウスを対
象にして、最寄りの気象観測所のデータから夏日（25℃以上
になる日）の年間日数を集計すると、約40年間で28日増加し
ています（図１）。直近14年間の１菌床当たり収量は98ｇ/菌
床の減収でした（図2）。きのこの菌糸は25℃以上で生長が抑
制されるため、気温上昇の影響があったと考えられます。

【気温変化の解析と過酷なハウス内温度】
　収量調査をした14年間で、特に気温変化が大きかった時期を調べてみると、4～5月に夏日の顕著
な増加がみられました（図3）。7～8月のハウス内温度を測定すると、ほぼ毎日が30℃以上で、40℃
以上になる日もありました（表1）。夏季の暑さ対策はもちろん必要ですが、春季の気温上昇にも注意
して、冷房設備の設置と、遮熱シートや細霧冷房の併用、高温耐性の高い品種への変更も検討すべき
です。

中山間地域研究センター　農林技術部　きのこ・特用林産科

図2　直近14年間の収穫 図3　4～5月の夏日日数

図1　夏日日数の経年推移

表1　温度条件と観測日数
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建築設計事務所　飴屋工房　（安来市） ナガセミキ建築設計事務所　（松江市） （有）渡邊建築工房　(大田市）

蔵本総建コンサルタント　（松江市） 宇田川孝浩建築設計事務所　(奥出雲町） 中村建築設計事務所　（邑南町）

コクーン設計舎　（松江市） 村上建築設計事務所　(雲南市） 福間優子建築設計事務所　（美郷町）

田中まさこ建築設計室　（松江市） 宇佐美建築設計室　(出雲市） 一級建築士　福田　勝　（益田市）

しまね木造塾
県産材の利活用おうえん隊
                  　　コアスタッフ一同

島根県建築士会

島根県松江市東出雲町錦浜583-10

緑をはぐくみ  水をつくる
島根県水源林造林協議会

〒690-0886  松江市母衣町55番地
電話（0852） 24-1092
FAX  （0852） 31-8606

e-mail: kenshin-honkai@m1.izumo.ne.jp

森林の中で働く人のお手伝いをします
1.林業労働者の募集	 　2.新規就労者及び雇用主に対する研修
3.林業就業促進資金の貸付　4.林業雇用に関する情報の提供・相談その他の援助
5.雇用改善のための啓発活動
島根県林業労働力確保支援センター（公益社団法人島根県林業公社）
松江市黒田町432番地1（島根県土地改良会館3F）
TEL：0852-32-0253　FAX：0852-21-4375
E-mail：shimane-roukakuc@forestry-shimane.or.jp
URL：https：//woodjob-shimane.info/
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INFORMATION

県民の森では登山、木工教室等各種イベントを開催しています。
自然や森とのふれあいの楽しさ、木の温もりを感じてください。

県民の森へ行こう! 12月～３月の
イベント
情報

2024年2月10日土 2024年3月3日日
スノーシューで
残雪の森を歩こう

【集合】県民の森木工室
       9:30

雪アートと飾り炭作り、
おき火に埋める温かい料理を楽しむ

【集合】県民の森木工室
       10:00

※�新型コロナウイルス感染症の状況により、変更が生じる場合があります。

島根県立ふるさと森林公園 学習展示館
TEL 0852-66-3586

（各開催日の１ヶ月前より受付）

申し込み先
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岡山市北区磨屋町9番地18の101号　TEL（086）222-0724

☆こちらの募集要項は、島根県農林水産部林業課ＨＰから印刷できます☆
　2024「しまねの森林」フォトコンテスト 応募用紙

フリガナ フリガナ

作　　品
タイトル 氏　　名

電話番号 年　　齢 才 撮影場所

住　　所
〒 撮 影 日 年　　　　　　月　　　　　　日

返却希望 有　　　・　　　無

※返却希望の場合は返信用封筒（切手、宛名明記）必須

2024しまねの森林フォトコンテスト 検索
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INFORMATION

2024『しまねの森
も り

林』フォトコンテスト作品募集
2024『しまねの森林』フォトコンテスト募集要項

■募集テーマ　「しまねの森林と木材」
　�島根県の森林・山々、シンボル的な樹木、
森と人とのふれあい、林業、山の幸、木材
と人とのふれあいなど、森林の中での発見
や、森林に入らなければ見えない風景。

　�あなたが見つけた「しまねの森林」を写真
に撮ってご応募ください。

����
■応募作品
　�１人５点までご応募いただけます。ただし、
島根県内で撮影した未発表のものに限り
ます。

　��（組写真不可、デジタル写真可、合成等のデー
タ処理は不可）

���
�■写真サイズ
　�２Ｌサイズ～A３サイズとします。（台紙貼
り付け不可）

���
■応募方法
　�必要事項を記入した応募用紙を作品の裏側
にセロハンテープでとめてご応募下さい。

■応募締切
　�令和６年7月31日（水）当日消印有効
■応募・お問い合わせ先
　�「しまねの森林」発行委員会事務局
　�〒690-8501�島根県松江市殿町１番地
　��島根県林業課経営企画係
　�TEL　0852-22-5163

■表彰
　最優秀賞　　　�１点（賞状・賞金３万円）
　優秀賞　　　　�２点（賞状・賞金１万円）
　審査委員特別賞�１点（賞状・図書カード５千円）
　入　　選　　　�４点（賞状・図書カード５千円）
　※一応募者につき受賞は一点とします。

■審査・発表
　�主催者が委嘱する審査委員会において選考、
決定します。

　�入賞作品は林業課HP及び森林・林業総合情
報誌「しまねの森林」No66（令和６年11
月発行予定）の誌面に掲載のうえ発表しま
す。また、入賞者には直接通知します。

■応募上の注意
　�◆�人物を被写体とする場合、応募に際しては必ず本人の

承諾を得て下さい。
　�◆�応募作品の著作権（著作権法第27条及び28条を含む）

は主催者に帰属します。また、入賞作品及び別途提供
を依頼する作品については使用した画像データ（CD-R
などのメディア）を提出して頂きます。

　�◆�応募作品は原則として返却しませんが、返信用封筒（切
手貼付、宛名明記）同封の返却希望者には、審査終了
後返却します。

　　（入賞作品は返却しません）
　�◆�入賞作品及び本委員会が別途提供を依頼した作品は各

種広報に使用します。
　�◆�入賞者の氏名を公表しますが、それ以外の応募用紙に

記載された個人情報は、当コンテストにのみ使用し、
その他の目的には一切使用しません。

　�◆�撮影場所の住所や山の名前が不明で記入が困難な場合、
島根県内であるとわかる情報を記入してください。

　　�（(例)○○神社参道、○○滝、(県内イベント名)開催中
撮影、建物の名前など。）

　�◆�県外で撮影した写真と判明した場合、入賞を取り消し
ます。

■主催　「しまねの森林」発行委員会



林業普及・
農林大リポート
林業普及・
農林大リポート現地フラッシュ 現地フラッシュ 

広　域 松　江 雲　南
林業種苗生産研修会を
実施しました！

低密度植栽先進地の
視察研修を開催！

東部農林水産振興センター
URL https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/

norin/kikan/toubu_norin/ringyo/blog_cms/

県庁林業課 東部農林水産振興センター雲南事務所
URL https://blog.goo.ne.jp/f-kisuki

と　き：令和５年８月 10 日（木）
ところ：管内 苗木生産施設

と　き：令和５年８月１日（火）
ところ：広島県神石郡神石高原町

出　雲
「新時代に対応した木材の売り方」

セミナーを開催しました！

東部農林水産振興センター出雲事務所
URL https://blog.goo.ne.jp/f-izumo

と　き：令和５年８月 30 日（水）
ところ：出雲市西新町トキ会館

県　央

林業学習を実施しました！

西部農林水産振興センター県央事務所
URL https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/

norin/kikan/seibu_norin/trend/topix.html

と　き：令和５年８月 22 日（火）
ところ：県立矢上高等学校

浜　田
林業就業者の定着強化の
ための研修会を開催

西部農林水産振興センター
URL https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/

norin/kikan/seibu_norin/trend/topix.html

と　き：令和５年９月 12 日（火）
ところ：浜田合同庁舎

益　田
高校生の林業学習を
実施しました！

西部農林水産振興センター益田事務所
URL https://www.pref.shimane.lg.jp/industry/

norin/kikan/seibu_norin/trend/topix.html

とき：令和５年９月 19 日（火）
ところ：津和野町中山山林

隠　岐
若年者の職場定着のための

コーチングスキル向上研修会を開催

隠岐支庁農林水産局
URL https://blog.goo.ne.jp/f-oki_001

と　き：令和５年９月５日（火） 
ところ：島根県隠岐合同庁舎　別館１階会議室

農林大
林業架線作業主任者免許

講習の実施

島根県立農林大学校
URL https://www.shimane-forestry.jp/

と　き：令和５年９月20日（水）～10月11日（水）
ところ：中山間地域研究センター

発行日：令和５年 11月島根県の森林・林業に関する広報

発　行：「しまねの森林」発行委員会
島根県・島根県森林組合連合会・島根県林業改良普及協会・島根県森林協会
島根県緑化推進委員会・島根県林業公社・島根県木材協会・島根県猟友会
国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター松江水源林整備事務所

協　力：島根県農林水産部林業課経営企画係
林 業 課
森林整備課

https://www.pref.shimane.lg.jp/ringyo/
https://www.pref.shimane.lg.jp/shinrinseibi/

森林・林業総合情報誌

S H I M A N E　n o　MOR I

しまねの森林 №63
令和５年11月
通巻303号

も り

安全な集材技術に関する
研修を実施

と　き：令和 5 年 10 月 16 日（月）
ところ：中山間地域研究センター


